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 令和 4 年 12 月 22 日（木）16 時～17 時 30 分まで理科室において、第 5 回学校運営協

議会が開催されました。 

 

１ 増築工事および来年度学級増に伴う改修工事の経緯について 

10月～11月 近隣の住民へ学務課と挨拶。工事の行程を説明。 

   11月 19日  保護者説明会開催。⇒多目的ホールを育成とタイムシェアして欲しいとの声。 

   11月 21日  児童青少年課と協議のうえ、学びの教室と育成室のタイムシェアが了承される。 

   12月 2日   増築校舎に関する住民説明会を実施。 

 

 私事ですが、昨年 2 月より保護司となり、更に昨年 12 月には民生委員・児童委員になりました。何

でも引き受けてしまって大丈夫か？とご心配いただくこともありますが、昨年 3 月いっぱいで青少年委

員を任期満了で退任し、息子も無事に社会人となったタイミングで２つの役目を引き受けました。今後は

子どもたちだけでなく、ご家庭や地域を丸ごと「繋いでいく」ことが求められてきます。しかし改めて考

えてみると、今まで大切にしてきたことを続ければよいだけのことでした。 

 私は心に留まった言葉をメモにして残すようにしています。年末にメモを読み返していたら、こんな言

葉が書かれていました。「善意はしばしば有害であり 熱意は非常に危険である さらに正義はもっと危

険」様々な役目を引き受けるに当たって、肝に銘じなければならない言葉だなぁとしみじみ感じました。

良かれと思って発した言葉や行動が、誰かを傷つけてしまっているかもしれません。自分勝手な熱意や正

義感を押し付けてしまうことのないように、相手が困っているときこそじっくりと言葉を聴き取り寄り

添っていかなければなりません。私が謙虚さに欠けた言動をしていたら、皆様どうぞご指摘ください。 

 駒本コミュニティ第 29号でお知らせした「学びの教室改修工事」の件は、児童青少年課との話し合い

により工事が無くなりました。この件では、学びの教室の先生方や育成室の先生方に大変なご迷惑をお掛

けしました。そして何より、学びの教室を心の拠り所としている子どもたちに、無用な心配をさせる結果

となってしまいました。改修工事の計画案を知った段階で、もっと様々な立場の方々からご意見やアイデ

アを伺ってから学校運営協議会に臨むべきであったと・・・謙虚さに欠けていました。 

 令和 5年は更に謙虚さを忘れず、皆様と繋がってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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